
 

活動情報 
・ 市民活動マップづくり 

・ 活動の現場訪問 

・ 市民活動イベントカレンダーづくり 

・ 市民活動のＰＲイベントの実施 

意識啓発方策 
・ 出前講座「ＮＰＯつ

て何？」を地域へ積

極的展開(2) 

市民意見の募集 
・ 市のホームページ

で月毎のテーマに

市民意見を募集 

 活動を支える環境づくり 
・ 市内各地で同じ事を同時に活動する 

・ 地域通貨の活用 
１％支援制度 

・ 市民団体の活動に対し、市民税の

１％を事業の２分の１を上限と

して支援。支援先は市民が選択。 

・ 目的は、納税者（市民）の市政へ

の参加意識の向上、市民活動をＰ

Ｒ、市民活動の活性化。 

・ 議会はもっと市民を信頼すべき 

 

寄付方式のプレゼン大会 
・ 協働事業の公開プレゼン大会を

開催。企画発表→応援寄付→実現

を目指す。 

・ 市民は、入場料 1000 円を支払

い、投票券 300 円 3 枚を受け取

り、気に入った提案に投票（寄付）

する。 

活動拠点の確保 
・ 空き店舗をＮＰＯの活動拠点にする 

市民活動センター 
・ 情報掲示板（タッチパネル式）を

導入 

・ 託児施設の設置 

・ カフェ的に憩えるスペース 

・ 個人活動も対象としたデータベ

ース 

・ 市民活動データベースのインタ

ーネット公開 

・ メッセージボックスの設置（イベ

ントや求人など） 

社会教育関係職員の活用 
・ 公民館、社会教育関係職員

のアドバイス、コーディネ

ートの活用 

  人材を育て増やす 
 ボランティア促進 

・ ボランティアの有償化 

・ 団塊、大量定年者の経験、ノウハ

ウを有効活用(2) 

・ 介護ボランティアの推進 

・ 子育て世代への地域の子育て経

験者の支援の推進 

・ 元気で意欲のある高齢者を市民

活動へ参加促進 

・ 団塊世代の社会活動参加促進ワ

ークショップ 

リーダー養成 
・ （初級・中級等）リーダー養成講

座の実施。（運営：ＮＰＯ） 

・ 法人設立アドバイザー講座 

関わる人を増やす 
・ 伝統・文化行事への市民参画を進

める 

市民と行政の意識を高める 
・ 行政、市民はお互いの強みと弱みを理

解し生かし合うこと 

行政の意識 
・ 行政は市民に行政のルールを押

し付けない。 

・ 行政のルールを見直すチャンス 

・ 行政は市民を下に見ないこと 

市民の意識 
・ 市民は自分のやりたい思いの棚

おろしをすべき 

・ 活動する人は自分の思いを押し

付けない 

・ 活動する人はニーズ把握に責任

を持つ 

相互に関連 

意
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知ることが大事 

情報は活動の基盤 


